
2. 敷地の地形及び地質・地質構造 

2.1 調査内容 

敷地の地形及び地質・地質構造を把握するため，主として以下の調査を実施した。【資料

2.1－1～3】

・ 文献調査

・ 変動地形学的調査

・ 地表地質調査

・ ボーリング調査

・ トレンチ調査

・ 試掘坑調査

・ 年代分析（テフラ分析等）

・ 断層破砕部の微細構造観察（狩野他（１９９８））（中島他（２００４））
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敷地の調査 位置図

1号機

2号機

3号機4号機

【３，４号機側】

【１，２号機側】

2.1－1

敷地境界

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

2
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敷地の調査 位置図（１，２号機側）

2.1－2

2号機

1号機

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正
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敷地の調査 位置図（３，４号機側）

2.1－3

3号機4号機

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

2
8



2.2 調査結果 

2.2.1 敷地の地形 

 空中写真判読等の結果によれば，敷地は主として山地からなる。開析の進んだ古期扇状

地面は主に若狭湾側，浦底湾西方に分布する。低位段丘面は，若狭湾側にごく小規模に分

布する。最低位段丘面は，浦底湾東岸等に分布する。新期扇状地面は，山地を刻む河谷の

下流に小規模に分布する。現河床及び崖錐面は，山地を刻む河谷及び山地斜面に分布する。

沖積低地面は，浦底湾周辺の低地に広く分布する。海岸低地面は，海浜及び浜堤を構成し

て分布する。【資料 2.2.1－1】

文献で示される浦底断層に対応して，立石
たていし

岬から猪ヶ池
いのがいけ

西方に至る区間に山地と低地と

の境界を通り，急崖，鞍部，直線谷及び河谷の屈曲からなる NW－SE 方向の変動地形の可

能性のある地形が判読される。また，破砕帯に対応する変動地形の可能性のある地形は認

められない。

なお，文献調査結果によれば，浦底断層以外には，敷地に活断層を指摘する文献はない。

【資料 2.2.1－2】
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ft ｆｔ

敷地の地形（地形面区分図）

・敷地は主として山地からなる。
・開析の進んだ古期扇状地面は主に若狭湾側，浦底湾西方に分布。
・低位段丘面は若狭湾側にごく小規模に分布。
・最低位段丘面は浦底湾東岸などに分布。
・新期扇状地面は，山地を刻む河谷の下流に小規模に分布。
・現河床、崖錐面は山地を刻む河谷及び山地斜面に分布。
・沖積低地面は浦底湾周辺の低地に広く分布。
・海岸低地面は，海浜及び浜堤を構成して分布。
・文献で示される浦底断層に対応して，立石岬から猪ヶ池西方に至る区間に山地と低
地との境界を通り，急崖，鞍部，直線谷及び河谷の屈曲からなるＮＷ－ＳＥ方向のリニ
アメントが判読される。
・破砕帯に対応する変動地形は認められない。

・本図は発電所建設による地形改変前に撮影した20,000分の1の空中写真（1963年）
及び航空レーザー測量から地形図を作成。

・航空レーザー測量は，計測密度（重複なし）2点/㎡、計測密度（重複あり）6点／㎡で
ある。

猪

ヶ
池

2.2.1－1

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

3
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活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今
後も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定される
が，現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ 確実度 変位の向き

６１浦底 3km Ⅰ 北東隆起

断層名 長さ 確実度 変位の向き

７浦底 3.5km Ⅱ 北東隆起

断層名 長さ 分類 変位の向き

①名称なし
約3km

（図読）
推定活断層 北東隆起

敷地付近の活断層に関する文献

①

・敷地及びその近傍には浦底断層が指摘されている。
・浦底断層以外には，敷地に活断層を指摘する文献はない。

2.2.1－2

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正
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2.2.2 敷地の地質 

敷地の地質は，江若花崗岩とこれに貫入するドレライト及びこれらを覆って分布する第

四系より構成される。江若花崗岩の形成年代はカリウム・アルゴン法年代測定値が約

66.6Ma～約 64.2Ma を示すことから，白亜紀後期～古第三紀と判断される。ドレライトの

貫入時期は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約 21.1Ma を示すことから，新第三紀中新

世と判断される。判読したリニアメント付近には，高角度北東傾斜の断層（浦底断層）が

認められる。江若花崗岩中及びドレライト中には熱水変質作用を伴った破砕帯が分布する。

江若花崗岩は，黒雲母花崗岩，花崗斑岩，アプライトからなる。【資料 2.2.2－1~3】

断層ガウジの X 線回折分析の結果，江若花崗岩中の断層ガウジは，1，2 号炉側，3，4

号炉側ともに石英，カリ長石，斜長石，白雲母類，カオリナイト及びスメクタイトが含ま

れる。粘土鉱物のカリウム・アルゴン法年代測定値は約 61.4Ma～約 54.6Ma（古第三紀）

を示す。浦底断層の断層ガウジは，石英，カリ長石，斜長石，白雲母類，カオリナイト及

びスメクタイトが含まれる。粘土鉱物のカリウム・アルゴン法年代測定値は約 50.3Ma（古

第三紀）を示す。ドレライト中の断層ガウジは，多量のスメクタイトと中量の方解石を含

むとともに濁沸石を伴っている。粘土鉱物のカリウム・アルゴン法年代測定値は約 18.9Ma

（新第三紀中新世）を示す。【資料 2.2.2－4】
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敷地の地質

・敷地の地質は，江若花崗岩とこれに貫入するドレライト及びこ
れらを覆って分布する第四系より構成される。

・判読したリニアメント付近に高角度北東傾斜の断層（浦底断
層）が認められる。

・江若花崗岩中及び ドレライト中には熱水変質作用を伴った破
砕帯が分布する。

2.2.2－1

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正
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確認された岩種について

岩種名

地質記号
写真（ボーリングコア） 特 徴

江

若

花

崗

岩

黒雲母花崗岩

Gr

・完晶質等粒状組織

・鉱物の粒径は，5mm前後

・主たる鉱物組成は，カリ長石・斜長石・石英・黒雲母

・形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約66.6Maを示すことから，

白亜紀後期～古第三紀と判断される。

花崗斑岩

Gp

・完晶質斑状組織

・斑晶の粒径は，2～10mm

・石基の粒径は，1mm以下

・主たる鉱物組成は，斜長石・カリ長石・石英・黒雲母

・形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約66.3Maを示すことから，

白亜紀後期～古第三紀と判断される。

アプライト

Ap

・完晶質等粒状組織

・斑晶を少量含み，斑状組織を示す箇所も認められる。

・斑状組織を示す箇所での石基は，微晶質である。

・主たる鉱物組成は，石英・カリ長石・斜長石であり黒雲母は微量

・形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約64.2Maを示すことから，

白亜紀後期～古第三紀と判断される。

ドレライト

Do

・填間状組織

・粒径は，2mm以下

・主たる鉱物組成は，斜長石・輝石であり，微量の不透明鉱物を伴う。

・形成年代は，カリウム・アルゴン法年代測定値が約21.1Maを示すことから，

新第三紀中新世と判断される。

2.2.2－2

H25.3.15中間報告書（その２）
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断層岩の区分

江若花崗岩 ドレライト沿いの断層ガウジ

カタクレーサイト

敷地に分布する江若花崗岩中には白色系の断層
ガウジ、カタクレーサイトが、ドレライト沿いでは黒色
系の断層ガウジが分布する。

断層ガウジ

（参考文献） 高木秀雄、小林健太、1996、断層ガウジとマイロナイトの複合面構造－その比較組織学．地質学雑誌、102、170-179．

2.2.2－3

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正
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断層ガウジの性状（X線回折分析）

・ 花崗岩中の断層ガウジは1,2号機側，3,4号機側ともに石英，カリ長石，斜長石，白雲母類，カオリナイト
及びスメクタイトが含まれる。粘土鉱物のカリウム・アルゴン法年代測定値（熱水変質作用を受けた時
期）は約61.4Ma～約54.6Ma（古第三紀）を示す。

・ 浦底断層の断層ガウジは石英，カリ長石，斜長石，白雲母類，カオリナイト及びスメクタイトが含まれる。
粘土鉱物のカリウム・アルゴン法年代測定値（熱水変質作用を受けた時期）は約50.3Ma（古第三紀）を
示す。

・ ドレライト中の断層ガウジは多量のスメクタイトと中量の方解石を含むとともに濁沸石を伴っている。粘
土鉱物のカリウム・アルゴン法年代測定値（熱水変質作用を受けた時期）は約18.9Ma（新第三紀中新
世）を示す。

分類 対象

緑

泥

石

白
雲
母
類

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

ス
メ
ク
タ
イ
ト

濁

沸

石

石

英

斜

長

石

カ
リ
長
石

方

解

石

黄

鉄

鉱

菱

鉄

鉱

ｆ－1 Ｆ 10孔 ・ ・ ・ ○ ◎ △ ◎ ○

ｆ－2 Ｈ 10孔 ・ △ ◎ ○ ◎

ｆ－3 試掘坑Ｂ2 ・ △ ◎ ・ ○

ｆ－4 Ｈ 11孔 △ ・ ・ ◎ ・ ○ ・

ｆ－5 試掘坑Ｂ1 ・ ◎ ◎ ○

f 6 試掘坑Ｂ1 ・ ・ ○ ◎ △ ○

ｆ－7 Ｏ 9孔 ・ ・ ◎ ○ ◎

ｆ－8 試掘坑Ｃ2 ・ △ △ △ ◎

ｆ－9 試掘坑Ｂ1 ・ ・ △ ◎ △ ○

ｆ－10 試掘坑Ｃ2 ・ △ ○ △ △ △

ｆ－11 試掘坑Ｂ1 ・ △ ◎ ○ △

ｆ－12 試掘坑Ａ1 ・ ◎ ◎ △ △

ｆ－13 補足試掘坑Ａ4 ・ △ △ ◎ ◎ △

ｆ－14 試掘坑Ｃ1 ・ ・ △ ◎ ○ ○

ｆ－15 試掘坑Ｃ1 ・ ・ ・ ◎ ○ ○

ｆ－16
試掘坑Ａ3
山側

・ △ ◎ ・ △ ・

ｆ－17
試掘坑Ａ3
山側

・ △ ◎ △ △ △

ｆ－18 試験坑ｉ ・ △ ○ ◎ △ △

ｆ－19 補足試掘坑ｆ ・ ・ △ ◎ △ ・

ｆ－20 Ｑ 13孔 △ △ ◎ ○ △

ｆ－21 試掘坑Ａ1 ・ △ △ ◎ △ △

ｆ－22 補足試掘坑A5 ・ △ ・ ◎ △

ｆ－23 Ｓ 14孔 ・ ・ ・ ◎ ◎ ◎

ｆ－24 Ｋ 19孔 ・ △ △ ◎ △ ・

ド
レ
ラ
イ
ト
中

ｆ－25 試験坑ｍ △ ◎ ・ △ ○

相対含有量；◎多量，○中量，△少量，・微量

江

若

花

崗

岩

中

鉱物名

試料採取位置

1,2号機側（断層ガウジ） 3,4号機側（断層ガウジ）

※水ひ時のみ確認される。

浦底断層

緑

泥

石

白
雲
母
類

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

白
雲
母
類
／
ス
メ
ク
タ

イ
ト
混
合
層
鉱
物

ス
メ
ク
タ
イ
ト

濁

沸

石

石

英

斜

長

石

カ
リ
長
石

方

解

石

黄

鉄

鉱

菱

鉄

鉱

ｆ -①-5 No. ①孔 ・
※ ○ ◎ △ △

f -②-2 No. ②孔 ・ ・ ・ ◎ ◎ ◎

f -③-1 No. ③孔 ・ ※ ・ ・ ◎ ◎ ○

D-1 No. ②-1孔 ・ ※ ・ ・ ◎ △ ◎

D-2 No. ③-1孔 ・ ・ ・ ※ ◎ △ △

D-3 No. 3孔 △ ◎ ・ △

D-4 ①-10孔 △ ・ ◎ ・ △

D-5 No. ①-9孔 ・ ・ △ ◎ △ ◎

D-6 No.①-4孔 ・ ・ ・ ◎ △ △

D-7 No. 4孔 ・ ・ ・ ◎ ◎ ◎

D-11 No. 17孔 ・ ・ △ ◎ ・ △

D-12 No. 17孔 ・ ・ △ ◎ ・

D-13 No. 16孔 ・
※ △ ◎ ・ △

No. 17孔 ・
※

・
※ ◎ ○ ○

D-14既往露頭 △ ・ △ ◎ ・ ○

D-15 No. 17孔 ・ ・ △ ◎ ◎ ◎

D-16 No. 17孔 ・ ・ ・ ◎ ○ △

D-17 No. 17孔 ・ ・ ◎ ◎ ◎

D-18 No. 17孔 ・ ・ ◎ ◎ ○

D-19 No. ①-4孔 ・ ・ ・ ◎ △ ◎

D-20 No. ④-5孔 △ ◎ △

D-21 No. ④-5孔 △ ・ ◎ ○

D-22 No. ⑥-1孔 ・ ◎ ・ △

D-23 No. ⑥-2孔 ・ ・ ※ ・ ◎ ○ ○

f -7-1 No. 7孔 ・ ・ ◎ △ △

f -8-2 No. 8孔 ・ ◎ ○ ○

f -8-5 No. 8孔 ・ △ △ ◎ ◎ △

f -19-2 No. 19孔 ・ ・ ◎ △ ○

ｆ -④-7-1 No. ④-7孔 ・ ◎ △

ｆ -④-4 No. ④孔 ・ ・ ◎ ◎ ◎

ｆ -④-5 No. ④孔 ・ ・ ◎ ○ ○

H-3a H-3a既往露頭 ・ ・ ○ ◎ ・ ○

D-14

対
象
破
砕
帯

分類

江
若
花
崗
岩
中

試料採取位置

鉱物名

採取位置 試料名

①－a △ ◎ △

②－a ・ ◎ △ ○

③－a ・＊ ・ △ ◎ △

③－2－a ・ △ ◎ △

④－a ・＊ ・ △ ◎ ・

M露頭 X-M-1-1 ・* ・ ・* ◎ △

浦底断層
北部鞍部

X-Ur-62-1 △ ◎ ・ △

1-7X ・ ・ △ ◎ △ △

1-8X ・ ・ ◎ △ △

9-4X ・* ・ △ ◎ △

9-5X ・ ・ ◎ △ △

9-6X ・ ・ ◎ △

9-7XW ・ ・ ◎ △ △

9-7XB ・ ・ ◎ △ △

2-4X ・ ・ ◎ △ ○

菱

鉄

鉱

ス
メ
ク
タ
イ
ト

カ
オ
リ
ナ
イ
ト

雲
母
粘
土
鉱
物

石

英

斜

長

石

方

解

石

B
ト
レ
ン
チ

B
ト
レ
ン
チ
群
列
ボ
ー
リ
ン
グ

黄

鉄

鉱

白
雲
母
類
／
ス
メ
ク
タ

イ
ト
混
合
層
鉱
物

濁

沸

石

カ
リ
長
石

緑

泥

石

鉱物名

2.2.2－4

※水ひ時のみ確認される。＊水ひ時のみ確認される。

＊

＊

＊

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正
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2.2.3 敷地の地質構造 

 敷地には，複数の破砕帯が確認されている。

1，2号炉付近の破砕帯は，走向がN－S～NE－SW方向で，西側へ傾斜するものが多い。

3，4号機付近の破砕帯は，走向がN－S～NE－SW方向で，東側へ傾斜するものが多い。

3，4 号機側のドレライト中には ENE－WSW方向の破砕帯が認められ，N－S～NE－SW

方向の破砕帯に変位を与えている。

また，節理の走向は，N－S～NE－SW方向，NNW－SSE方向，E－W方向のものが分

布する。このうち，N－S～NE－SW 方向のものが卓越する。傾斜については，1，2 号炉

側は高角度西傾斜のものが多く，3，4 号機側は高角度東傾斜のものが多い。【資料 2.2.3－

1~11】

なお，破砕帯の連続性については，幾何学的位置関係及び走向・傾斜に基づき評価した。

【資料 2.2.3－12】

 文献に示される浦底断層については，断層の活動性を確認するため，ボーリング調査及

びトレンチ調査を，敷地南部での断層の通過位置を確認するために電気探査，反射法地震

探査等を実施している。

調査の結果，浦底断層は江若花崗岩と第四系とを境する北東側隆起の直線性の高い断層

であり，最新活動時期は約 4,000年前以降と判断される。【資料 2.2.3－13,14】
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地質平面図（１，２号機側）

1号機

2号機

A

B B’

A’

※追加調査結果反映前

2.2.3－1

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
0



1号機

2号機

追加調査結果による主要破砕帯の分布平面図（１，２号機側）

2.2.3－2

B’

A’A

B

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
1



地質断面図（１号機側）

1号機地質断面図 A-A’断面・破砕帯は，高角度で西側に傾斜するものが多い。

A A’

※追加調査結果反映前

A A’

水平・垂直比は１：１

2.2.3－3

→ NESW ←

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
2



追加調査結果による主要破砕帯の分布断面図（１号機側）

主要破砕帯分布断面図 A-A’断面

A’A

A A’

2.2.3－4

※平成25年6月末時点の追加調査結果を反映

水平・垂直比は１：１

→NESW ←

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
3



地質断面図（２号機側）

2号機地質断面図 B-B’断面・破砕帯は，高角度で西側に傾斜するものが多い。

B’B

※追加調査結果反映前

2.2.3－5

水平・垂直比は１：１

B B’
→ NESW ←

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
4



追加調査結果による主要破砕帯の分布断面図（２号機側）

主要破砕帯分布断面図 B-B’断面

B’B

2.2.3－6

水平・垂直比は１：１

※ 平成25年6月末時点の追加調査結果を反映

B B’
→ NESW ←

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
5



T.P.-9.0m水平断面図

地質平面図（３，４号機側）

・破砕帯は，N-S～NE-SW方向のものが卓越している。
・ドレライト中にはENE-WSW方向の破砕帯が認められ， N-S～NE-SW方向の破砕帯に変位を与えている。

2.2.3－7

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
6



地質断面図（３号機側）

SE ←
→ NW

・破砕帯は，高角度で東側に傾斜している。

A1

A1’

2.2.3－8

水平・垂直比は１：１

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
7



地質断面図（４号機側）

・破砕帯は，高角度で東側に傾斜している。

SE ← → NW

A2

A2’

2.2.3－9

水平・垂直比は１：１

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
8



地質断面図（３，４号機側）

・破砕帯は，東側に傾斜している。

NE ← → SW

B1’ B1

2.2.3－10

水平・垂直比は１：１

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

4
9



・浦底断層を除く破砕帯に
ついては，主にN-S～
NE-SW方向で，高角度
西傾斜のものであり，節
理の卓越方向と調和的
である。
・浦底断層は，概ねNW-
SE方向で鉛直～高角度
東傾斜である。

3, 4号機側破砕帯1, 2号機側破砕帯

破砕帯

バックチェックボーリングのうち，浦底断層下盤側

浦底断層

破砕帯及び節理の走向・傾斜（シュミットネット，下半球投影）

・節理の走向はN-S～NE-SW方向，
NNW-SSE方向，E-W方向のものが分
布。このうち，N-S～NE-SW方向のも
のが卓越する。
・傾斜については，１，２号機側は高角
度西傾斜のものが多く，３，４号機側
は高角度東傾斜のものが卓越する。

3, 4号機側節理1, 2号機側節理
節 理

地表の節理 N=427

バックチェックボーリングのうち，浦底断層下盤側

2.2.3－11

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

5
0



連続性評価の考え方の模式図BHTVによる破砕帯の走向・傾斜の計測の一例

破砕帯の連続性評価の考え方

浦底断層

Ａ地点

Ｂ地点

Ｃ地点

Bor.1   Bor.2   Bor.3

走向・傾斜の

振れ幅が±20°

①確認した破砕帯について，走向・傾斜及び破砕帯の性状に基づき延長。
－ 走向・傾斜については，BHTV，地表地質調査，試掘坑調査等で計測した値を用いる。
－ 屈曲させる合理的理由がない場合，直線的に延長させることを基本とする。
－ なお，地表で連続することが確認される破砕帯については，その限りではない。

②延長した位置に「走向・傾斜が類似する破砕帯がある場合」及び「走向・傾斜が不明な破砕帯がある場合」には連続するものとして評価。
－ 走向・傾斜が局所的に変化することも想定して連続させる（ここでは走向・傾斜の振れ幅を±20°程度とした）。
－ 延長した位置において「破砕帯の有無が不明である場合」には，そのまま延長させる。

③延長した位置に「破砕帯が認められない場合」及び「走向・傾斜が異なる破砕帯がある場合」には，それ以上延長させない。

①，② 破砕帯の連続性検討

③ 破砕帯を延長させない

② 破砕帯の延長

2.2.3－12

破砕帯との交線

破砕帯を確認した孔

破砕帯が無い事を確認した孔

【平面図】

破砕帯

合流

破砕帯2との交線

破砕帯1を確認した孔

破砕帯1を確認出来なかった孔

破砕帯2を確認した孔

【平面図】

破砕帯1

破砕帯1との交線

破砕帯2

延長させない

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

5
1



浦底断層（Ｂ地点トレンチ） スケッチ

・浦底断層は江若花崗岩（アプライト）と第四系とを境する北東側隆起の断層である。

・トレンチ調査の結果等から後期更新世以降に繰り返し活動したものと判断される。

・最新活動時期は、約4,000年前以降と判断される。

・断層ガウジ中の粘土状部は，複数の色調を呈し，縞状に分布。

・低地側に倒れこんだ破砕部を背後の断層が変位させている。

Bトレンチ南側法面スケッチ

南側法面

2.2.3－13

E ←

→W

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

5
2



浦底断層（B地点トレンチ） 写真

トレンチ調査（Ｂ地点）

2.2.3－14

E ←

→W

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

5
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